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校 種 教 科 教科用図書目録に搭載された教科書総数 本報告書の総ページ数 

中学校 社会（歴史） ７ ５ 

 

調査研究の観点及び各教科書の特徴 

発行者 

観点 
２ 東書 １７ 教出 ４６ 帝国 ８１ 山川 １１６ 日文 ２２７ 育鵬社 ２２９ 学び舎 

基礎・基本の 

定着 

１ 学習課題の表し方 

・見開きごとにタイトルの右

横に「どのような」「どの

ように」等の問いかけの形

態で各１時間に追究する

学習課題を示している。 

・見開き右ページの下に、「チ

ェック」と「トライ」を設

定し、学習課題に対応した

２段階の学習活動を示し

ている。 

 

 

２ 我が国の国土と歴史に

対する理解と愛情を育て

るための工夫 

・巻頭の見開きに「日本の国

宝・重要文化財」を、巻末

に「各地の主な跡」等を紹

介し、資料に「国宝」「重

要文化財」「世界遺産」「世

界の記憶」「無形文化遺産」

等のマークが付いている。 

・本文の他に、特設ページ「現

代に生きる神話」を２ペー

ジにわたって設定し、５点

の事例を取り上げ、民俗芸

能や「神楽」との関わりを

示している。 

 

 

３ 国際社会で主体的に生

きていくための基盤とな

１ 学習課題の表し方 

・見開きごとにタイトルとそ

の副題を示し、タイトルの

下に「どのような」「どの

ように」等の問いかけの形

態で各１時間の追究する

学習課題を示している。 

・見開き右ページの下段に、

「確認」と「表現」を設定

し、学習課題に対応した２

段階の学習活動を示して

いる。 

 

２ 我が国の国土と歴史に

対する理解と愛情を育て

るための工夫 

・巻末の見開きに「各地の主

な遺跡・史跡・できごと」

を紹介し、資料「世界遺産」

「国宝」「重要文化財」等

のマークが付いている。 

・本文の他に、特設ページ「神

話にみる古代の人々の信

仰」を２ページにわたって

設定し、神話・伝承に関す

る事例を３点示している。 

 

 

 

 

 

３ 国際社会で主体的に生

きていくための基盤とな

１ 学習課題の表し方 

・タイトルの右横に「どのよ

うな」「どのように」等の

問いかけの形態で各１時

間に追究する学習課題を

示している。 

・見開き右ページの下段に、

「確認しよう」と「説明し

よう」を設定し、学習課題

に対応した２段階の学習

活動を示している。 

 

 

２ 我が国の国土と歴史に

対する理解と愛情を育て

るための工夫 

・巻末の折り込みに「日本の

世界遺産」を地図とともに

まとめている。資料に「世

界遺産」「国宝」「世界の記

憶」等のマークが付いてい

る。 

・本文の他に、コラム「『古

事記』と『日本書紀』が伝

える神話」を設けて、「古

事記」と「日本書紀」の内

容等について記載してい

る。 

 

 

 

３ 国際社会で主体的に生

きていくための基盤とな

１ 学習課題の表し方 

・タイトルの下に「どのよう

な」「なぜ」等の問いかけ

の形態で各１時間に追究

する学習課題を示してい

る。 

・ページの下段に、「ステッ

プアップ」を設定し、さら

に深める課題追究に向け

た発問や学習活動を示し

ている。 

 

 

２ 我が国の国土と歴史に

対する理解と愛情を育て

るための工夫 

・巻頭の見開きに「日本の世

界遺産」を地図とともにま

とめている。資料に「世界

遺産」「国宝」等のマーク

が付いている。 

・本文の他に、コラム「日本

の神話」を設けて、「古事

記」、「日本書紀」や「風土

記」の内容等について記載

している。 

 

 

 

 

 

３ 国際社会で主体的に生

きていくための基盤とな

１ 学習課題の表し方 

・見開きごとにタイトルの左

横に「どのような」「なぜ」

等の問いかけの形態で各

１時間に追究する学習課

題を示している。 

・ページの下段に、「確認」

を設定し、学習課題に対応

した問いを示している。 

 

 

 

 

２ 我が国の国土と歴史に

対する理解と愛情を育て

るための工夫 

・巻末の折り込みに「日本の

世界遺産」を地図とともに

まとめている。資料に「国

宝」「世界遺産」等のマー

クが付いている。 

・本文の他に、特設ページ「日

本の神話」を設定し、１ペ

ージを使い、「神話とは何

か」「『古事記』『日本書紀』

の神話」「さまざまな神話」

を記載している。 

 

 

 

 

３ 国際社会で主体的に生

きていくための基盤とな

１ 学習課題の表し方 

・見開きごとにタイトルの右

に、「どのような」や「ど

のようにして」等の問いか

けの形態で各１時間の追

究する学習課題を示して

いる。 

・見開き右ページの下段に、

「えんぴつ」マークを示

し、学習課題に対応した学

習活動を示している。 

 

 

２ 我が国の国土と歴史に

対する理解と愛情を育て

るための工夫 

・巻頭に「日本の美の形」、

巻末に「世界と日本の世界

文化遺産」を設定し、「国

宝」「世界遺産」を紹介し

ている。資料に「国宝」「世

界遺産」のマークが付いて

いる。 

・本文の他に、特設ページ「神

話に見るわが国誕生の物

語」を２ページにわたって

設定し、「日本の神々の物

語」「三種の神器と神武天

皇」「伝説の英雄が活躍す

る神話」を記載している。 

 

３ 国際社会で主体的に生

きていくための基盤とな

１ 学習課題の表し方 

・見開きごとにタイトルを示

し、そのタイトルの右横に

学習内容を表す副題を示

している。タイトルの下段

に「どんな」「なぜ」等の

問いかけの形態で各１時

間の追究する課題を示し

ている。 

 

 

 

 

２ 我が国の国土と歴史に

対する理解と愛情を育て

るための工夫 

・近世後半の導入ページにお

いて「世界遺産に見る世

界」を設定し、世界遺を紹

介している。世界遺産や国

宝を写真や地図で紹介し

ている。 

・本文の他に、コラム「『常

陸国風土記』に書かれた富

士山と筑波山」を設定し、

常陸国風土記に記された

内容等について記載して

いる。 

 

 

 

３ 国際社会で主体的に生

きていくための基盤とな

様式２ 



発行者 

観点 
２ 東書 １７ 教出 ４６ 帝国 ８１ 山川 １１６ 日文 ２２７ 育鵬社 ２２９ 学び舎 

る知識・技能を身に付けさ

せるための工夫 

・日本に影響を与えた文化交

流に関するコラム数は９

点あり、古代（１）、中世

（２）、近世（３）、近代（３）

の内訳となっている。コラ

ム「歴史にアクセス」とい

う名称で、近世・近代での

内容が多い。 

る知識・技能を身に付けさ

せるための工夫 

・日本に影響を与えた文化交

流に関するコラム数は７

点あり、古代（１）、中世

（１）、近世（３）、近代

（１）、現代（１）の内訳

となっている。コラム「歴

史を探ろう」という名称

で、近世の内容が多い。 

 

る知識・技能を身に付けさ

せるための工夫 

・日本に影響を与えた文化交

流に関するコラム数は 18

点あり、古代（４）、中世

（４）、近世（３）、近代（７）

の内訳となっている。「地

域史」「環境」「交流」等に

分けられている。 

 

る知識・技能を身に付けさ

せるための工夫 

・日本に影響を与えた文化交

流に関するコラム数は 10

点あり、古代（３）、中世

（４）、近世（１）、近代（２）

の内訳となっている。古

代・中世の内容が多い。 

る知識・技能を身に付けさ

せるための工夫 

・日本に影響を与えた文化交

流に関するコラム数は 11

点あり、古代（２）、中世

（２）、近世（４）、近代

（１）、現代（２）の内訳

となっている。近世での内

容が多い。 

 

る知識・技能を身に付けさ

せるための工夫 

・日本に影響を与えた文化交

流に関するコラムの数は

８点あり、古代（４）、近

代（３）、現代（１）の内

訳となっている。古代の内

容が多い。 

る知識・技能を身に付けさ

せるための工夫 

・日本に影響を与えた文化交

流に関するコラムの数は

16 点あり、古代（２）、中

世（４）、近世（４）、近代

（３）、現代（３）の内訳

となっている。中世・近世

の内容が多い。 

 

主体的に 

学習に 

取り組む 

工夫 

１ 単元の導入における工夫 

・単元の導入において、見開

き２ページにわたり、時代

を象徴的に表す写真や絵

図を用い、人物や歴史的事

象のイラストを用いた年

表を掲載し、資料の読み取

りやグループでの学習を

示している。年表には、小

学校時の学習した語句を

太字で示すことでつなが

りをもたせている。また、

キャラクターの問いによ

り各章の学習課題を導く

ような構成をしている。 

 

 

 

 

２ 課題の設定、整理・分析、

振り返りを展開するため

の構成上の工夫 

・「第１章 歴史へのとびら」

の「２節 身近な地域の歴

史」において、調べ学習の

「テーマ設定」、「調査」、

「考察」に向けての手順と

ポイントを示している。 

・各章の終わりに「地域の歴

１ 単元の導入における工夫 

・単元の導入において、１ペ

ージを使い、時代を象徴的

に表す絵図や写真を掲載

し、年表に日本の時代名、

中国・朝鮮の王朝名を掲載

して、これから学習する時

代を示している。また、見

開き２ページにわたり、絵

図と絵図に関わるキャラ

クターの問いをもとに学

習へ導いている。 

 

 

 

 

 

 

 

２ 課題の設定、整理・分析、

振り返りを展開するため

の構成上の工夫 

・「第１章 歴史のとらえ

方・調べ方」の「２節 身

近な地域の歴史を調べよ

う」において、調べ学習の

「テーマを決めよう」、「情

報を集めよう」、「具体的な

調査の課題を決めよう」と

１ 単元の導入における工夫 

・単元の導入において、特設

ページは設定されていな

い。タイトルの下に学習課

題を示している。小単元の

導入の際には、「タイムト

ラベル」という２ページに

わたる特設ページを設け、

歴史的事象を示す絵図を

示し、前の時代と比べての

特色を読み取る学習活動

を示している。 

 

 

 

 

 

 

 

２ 課題の設定、整理・分析、

振り返りを展開するため

の構成上の工夫 

・「第１章 歴史のとらえ方

と調べ方」の「第２節 歴

史の調べ方・まとめ方・発

表のしかた」において、「歴

史の謎を探る～問いを作

ろう～」、「資料をよく見て

ヒントを探してみよう」、

１ 単元の導入における工夫 

・単元の導入において、見開

き２ページにわたり、年表

上に歴史的事象を示す絵

図を並べ、これから学習す

る内容を日本史と世界史

に分けて示している。それ

とともに、単元全体に関わ

る説明を記載している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 課題の設定、整理・分析、

振り返りを展開するため

の構成上の工夫 

・「第１章 歴史との対話」

の「２節 身近な地域を調

べよう」において、「テー

マを設定しよう！」、「さあ

調査だ！」、「レポートをつ

くって発表しよう！」とイ

ラストとともに調べ学習

１ 単元の導入における工夫 

・単元の導入において、見開

き２ページにわたり、時代

を象徴的に表す写真や絵

図を掲載している。さら

に、次の見開き２ページに

わたり、年表、イラスト入

りの地図を用いて読み取

り活動へ導いている。それ

とともに、単元全体に関わ

る説明を記載している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 課題の設定、整理・分析、

振り返りを展開するため

の構成上の工夫 

・各章に「でかけよう！地域

調べ」を設定し、各時代に

おける事例をもとに、現地

調査による調べ学習のポ

イントを示している。 

 

 

１ 単元の導入における工夫 

・単元の導入において、１ペ

ージを使い、「海洋国家・

日本の歩み」と称して、船

の絵図や写真等を示すこ

とで、歴史的特色を示して

いる。また、すべての歴史

学習の中でどの期間の学

習をするのかを年表を用

い、キャラクターの問いを

記載している。次の見開き

２ページにわたり、「歴史

絵巻」で、時代順に人物や

出来事のイラストを並べ

ている。さらに、見開き２

ページにわたり、絵図から

事象を読み取る学習活動

を示している。 

 

２ 課題の設定、整理・分析、

振り返りを展開するため

の構成上の工夫 

・序章と第４章に「地域の歴

史を調べてみよう」を設定

し、それぞれ１つの事例を

具体的に調べ学習のポイ

ントを示している。 

 

１ 単元の導入における工夫 

・単元の導入において、見開

き２ページにわたり、年表

スケールや歴史的事象を

示す写真や絵図を掲載し

ている。また、それぞれの

歴史的事象が関連する位

置を、掲載した地図で示し

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 課題の設定、整理・分析、

振り返りを展開するため

の構成上の工夫 

・「歴史への案内」を設定し、

地域の博物館での調べ学

習や現地調査における、学

習のポイントを示してい

る。 

 



発行者 

観点 
２ 東書 １７ 教出 ４６ 帝国 ８１ 山川 １１６ 日文 ２２７ 育鵬社 ２２９ 学び舎 

史を調べよう」を設定し、

各時代についての調べ学

習の例を示している。 

６つの例とともに手順と

ポイントを示している。 

 

 

 

「謎解きの答えをまとめ

よう」と調べ学習の１つの

具体的事例を追って手順

とポイントを示している。 

のポイントを示している。 

・各章に「地域からのアプロ

ーチ」を設定し、身近な地

域に関する調べ学習の事

例を示している。 

内容の構成・ 

配列・分量 

１ 単元や資料等の配列・分量 

総ページ 304、歴史との対話

12、古代 44、中世 36、近世

50、近代 102、現代 32、その

他 28 

 

２  主権者育成のための工夫

古代「ギリシャ・ローマの

文明」というタイトルで２

ページにわたって記載し、

「アクロポリスとパルテ

ノン神殿」、「古代ローマ

の支配領域」等の資料を掲

載している。 

近代「イギリスとアメリカ

の革命」、「フランス革命」

というタイトルで、４ペー

ジにわたって記載し、「ボ

ストン茶会事件」、「造営

中のベルサイユ宮殿」等の

資料を掲載している。 

現代「民主化と日本国憲

法」というタイトルで２ペ

ージにわたって記載し、

「日本国憲法前文」、「初

めての女性国会議員」等の

資料を掲載している。 

１ 単元や資料等の配列・分量 

総ページ 310、歴史との対話

15、古代 42、中世 36、近世

50、近代 108、現代 36、その

他 23 

 

２  主権者育成のための工夫

古代「すべての道はローマ

に通ず」というタイトルで

２ページにわたって記載

し、「古代ギリシャの勢力

範囲」、「古代ローマの水

道橋」等の資料を掲載して

いる。 

近代「代表なくして課税な

し」というタイトルで２ペ

ージにわたって記載し、

「独立当時のアメリカ合

衆国」、「人権宣言」等の

資料を掲載している。 

現代「敗戦からの再出発」、

「平和国家を目ざして」と

いうタイトルで４ページ

にわたって記載し、「女性

の国会議員の誕生」、「日

本の憲法の比較」等の資料

を掲載している。 

１ 単元や資料等の配列・分量 

総ページ 306、歴史との対話

13、古代 44、中世 36、近世

54、近代 108、現代 30、その

他 21 

 

２  主権者育成のための工夫

古代「ギリシャ・ローマの

政治と文明」というタイト

ルで２ページにわたって

記載し、「ギリシャの民会

の様子」、「ローマ帝国の貨

幣」等の資料を掲載してい

る。 

近代「市民革命の始まり」、

「人権思想からフランス

革命へ」というタイトルで

４ページにわたって記載

し、「アメリカ独立宣言の

採択」、「フランス人権宣

言」等の資料を掲載してい

る。  

現代「新時代に求められた

憲法」というタイトルで２

ページにわたって記載し、

「『あたらしい憲法のはな

し』」、「初めての女性国会

議員」等の資料を掲載して

いる。 

１ 単元や資料等の配列・分量 

総ページ 294、歴史との対話

９、古代 48、中世 40、近世

52、近代 100、現代 30、その

他 15 

 

２  主権者育成のための工夫

古代「地中海文明の発展」

というタイトルで２ペー

ジにわたって記載し、「重

装歩兵」、「ローマ帝国の拡

大」等の資料を掲載してい

る。 

近代「市民革命の時代」と

いうタイトルで４ページ

にわたって記載し、「独立

宣言」、「バスティーユ襲

撃」等の資料を掲載してい

る。 

現代「占領下の日本」、「日

本国憲法と民主化」という

タイトルで４ページにわ

たって記載し、「衆議院の

女性議員」、「日本国憲法」

等の資料を掲載している。 

６ 単元や資料等の配列・分量 

総ページ 328、歴史との対話

８、古代 50、中世 42、近世

52、近代 102、現代 38、その

他 36 

 

２  主権者育成のための工夫

古代「ギリシャ・ローマの

文明」というタイトルで２

ページにわたって記載し、

「古代のギリシャとロー

マの動き」、「ローマ帝国の

支配圏」等の資料を掲載し

ている。  

近代「アメリカの独立とフ

ランス革命」というタイト

ルで２ページにわたって

記載し、「独立後に制定さ

れたアメリカの国旗」、「フ

ランスの三つの身分と税

の負担に関する風刺画」等

の資料を掲載している。  

現代「占領と改革の始ま

り」、「平和で民主的な国

家をめざして」というタイ

トルで４ページにわたっ

て記載し、「戦後の主な改

革」、「日本国憲法公布の

祝賀会」等の資料を掲載し

ている。 

６ 単元や資料等の配列・分量 

総ページ 314、歴史との対話

13、古代 50、中世 34、近世

52、近代 102、現代 33、その

他 30 

 

２  主権者育成のための工夫

古代「ギリシャとローマの

文明」というタイトルで２

ページにわたって記載し、

「アテネ民会議場の演

壇」、「ローマ帝国の領域」

等の資料を掲載している。 

近代「市民革命と近代社会

の成立」というタイトルで

２ページにわたって記載

し、「アメリカ独立宣言」、

「バスティーユ牢獄に攻

め寄るパリ市民」等の資料

を掲載している。 

現代「占領下の日本と日本

国憲法」というタイトルで

２ページにわたって記載

し、「初めての女性国会議

員」、「戦後の諸改革」等

の資料を掲載している。 

 

６ 単元や資料等の配列・分量 

総ページ 306、歴史との対話

６、古代 44、中世 32、近世

50、近代 110、現代 36、その

他 28 

 

２  主権者育成のための工夫

古代「円形競技場の熱狂」

というタイトルで２ペー

ジにわたって記載し、「紀

元前５世紀ごろのギリシ

アとペルシア」、「ローマ

帝国の広がり」等の資料を

掲載している。  

近代「アメリカの大地に生

きる」、「バスチーユを攻

撃せよ」というタイトルで

４ページにわたって記載

し、「ボストン港でのイギ

リスへの抗議行動」、「ベ

ルサイユ宮殿へ向かう民

衆」等の資料を掲載してい

る。  

現代「焼け跡からの出発」、

「もう戦争はしない」とい

うタイトルで４ページに

わたって記載し、「街頭演

説をする山口シヅエ」、

「『あたらしい憲法のはな

し』」等の資料を掲載して

いる。 



発行者 

観点 
２ 東書 １７ 教出 ４６ 帝国 ８１ 山川 １１６ 日文 ２２７ 育鵬社 ２２９ 学び舎 

内容の 

表現・表記 

１ 学習内容との適切な関

連付けがなされた絵図・写

真等の活用 

（「近代の日本」での掲載数） 

写真(133)・絵図(85)・地図

(33)・図表・グラフ(27)・文

書資料(44)・年表(５)・人物

(56) 

 

２ 掲載されている情報を

精選し、視点を明確にする

工夫 

フォントユニバーサルデ

ザインフォントを使用し、

ふり仮名の文字濃度を薄

くしている。 

グラフ円グラフと帯グラ

フでは、グラフに文字や数

値を入れ、隣り合うデータ

は縁取りして区切ってい

る。 

レイアウト本文ページ見

開きのレイアウトを統一

し、本文の部分と側注等の

資料の部分を色分けして

いる。 

１ 学習内容との適切な関

連付けがなされた絵図・写

真等の活用 

（「近代の日本」での掲載数） 

写真(123)・絵図(86)・地図

(28)・図表・グラフ(32)・文

書資料(21)・年表(７)・人物

(51) 

 

２ 掲載されている情報を

精選し、視点を明確にする

工夫 

フォントユニバーサルデ

ザインフォントを使用し

ている。 

グラフ円グラフと帯グラ

フでは、グラフに文字や数

値を入れ、隣り合うデータ

は縁取りして区切ってい

る。 

レイアウト本文ページ見

開きのレイアウトを統一

している。 

１ 学習内容との適切な関

連付けがなされた絵図・写

真等の活用 

（「近代の日本」での掲載数） 

写真(136)・絵図(85)・地図

(40)・図表・グラフ(38)・文

書資料(２)・年表(４)・人物

(53) 

 

２ 掲載されている情報を

精選し、視点を明確にする

工夫 

フォントユニバーサルデ

ザインフォントを使用し

ている。 

グラフ帯グラフでは、グラ

フに文字や数値を入れ、隣

り合うデータは縁取りし

て区切っている。 

レイアウト本文ページの

レイアウトを統一してい

る。 

１ 学習内容との適切な関

連付けがなされた絵図・写

真等の活用 

（「近代の日本」での掲載数） 

写真(151)・絵図(86)・地図

(35)・図表・グラフ(37)・文

書資料(19)・年表(３)・人物

(49) 

 

２ 掲載されている情報を

精選し、視点を明確にする

工夫 

フォントユニバーサルデ

ザインフォントを使用し

ている。 

グラフ円グラフと帯グラ

フでは、グラフに文字や数

値を入れている。   

レイアウト本文ページの

レイアウトを統一してい

る。 

 

 

１ 学習内容との適切な関

連付けがなされた絵図・写

真等の活用 

（「近代の日本」での掲載数） 

写真(105)・絵図(78)・地図

(35)・図表・グラフ(37)・文

書資料(31)・年表(38)・人物

(49) 

 

２ 掲載されている情報を

精選し、視点を明確にする

工夫 

フォントユニバーサルデ

ザインフォントを使用して

いる。 

グラフ円グラフと帯グラ

フでは、グラフに文字や数

値を入れ、隣り合うデータ

は縁取りして区切ってい

る。  

レイアウト本文ページの

レイアウトを統一してい

る。 

 

 

１ 学習内容との適切な関

連付けがなされた絵図・写

真等の活用 

（「近代の日本」での掲載数） 

写真(89)・絵図(74)・地図

(34)・図表・グラフ(36)・文

書資料(17)・年表(10)・人物

(77) 

 

２ 掲載されている情報を

精選し、視点を明確にする

工夫 

フォントふりがなにゴシ

ック体を用いて、小さな文

字が読みやすいようにして

いる。 

グラフ円グラフと帯グラ

フでは、グラフに文字や数

値を入れ、隣り合うデータ

は区切りを入れている。 

レイアウト本文ページ見

開きのレイアウトを統一し

ている。 

 

 

１ 学習内容との適切な関

連付けがなされた絵図・写

真等の活用 

（「近代の日本」での掲載数） 

写真(155)・絵図(72)・地図

(33)・図表・グラフ(22)・文

書資料(１)・年表(１)・人物

(38) 

 

２ 掲載されている情報を

精選し、視点を明確にする

工夫 

グラフ円グラフと帯グラ

フでは、グラフに文字や数

値を入れている。 

レイアウト本文ページは、

見開き２ページで学習内

容をまとめている。 

言語活動の 

充実 

１  目的に応じて適切に表

現する力を育てるための

工夫 

 

「中世とはどのような特

色を持つ時代だったでし

ょうか」という問いに対し

て、自分の考えを文章にま

とめる。 

ア．「政治」「国際関係」「社

会・経済」「文化」の四

つの視点を示している。  

イ．文章にまとめる前に、

思考ツールに考えをま

１ 目的に応じて適切に表

現する力を育てるための

工夫 

 

「中世がどのような時代

だったかを表現し、その理

由を説明しよう。」という

問いに対して、自分の考え

を文章にまとめる。 

ア．文章でまとめる前に、

古代と中世を比較した

表を、「政治」「外国と

の関係」「文化」の視点

でまとめる学習活動を

１ 目的に応じて適切に表

現する力を育てるための

工夫 

 

「この時代はどのような

時代だったかを、自分の言

葉で説明してみよう。」と

いう問いに対して、自分が

重視した歴史的な見方・考

え方を明らかにし、２つの

学習活動を通じて文章に

まとめる。 

ア．身分や職業について、

「タテ（支配）とヨコ（対

１ 目的に応じて適切に表

現する力を育てるための

工夫 

 

４つの立場（人）を示し、

それぞれの立場で問いに

対して、自分の考えを文章

にまとめる。 

ア．「武士」「農民」「守

護」「荘園領主」の４つ

の立場を設定している。 

イ．自分の考えは、「鎌倉

時代」から「戦国時代」

の４つに時代区分のそ

１ 目的に応じて適切に表

現する力を育てるための

工夫 

 

「中世に定められた主な

『法』に着目し、古代と比

較しながら、中世の特色を

考えていきましょう。」と

いう問いに対して、自分の

考えを３つのステップで

まとめる。 

ア．「古代と中世の主な法

にどのような特色があ

るのでしょうか。」とい

１ 目的に応じて適切に表

現する力を育てるための

工夫 

 

「この時代はどのような

時代だったといえるのか」

といった問いに対して、自

分の考えを文章にまとめ、

クラスで話合うために５

つの活動を設定している。 

ア．年表の空欄に当てはま

る言葉を選ぶ。 

イ．戦いについての整理を

する。 

１ 目的に応じて適切に表

現する力を育てるための

工夫 

 

「どのような人びとが力

をもった時代だったでし

ょうか。前の時代と比べな

がら、自分の考えを文章に

まとめましょう。」と、視

点を示した問いに対して、

自分の考えを文章にまと

める。 



発行者 

観点 
２ 東書 １７ 教出 ４６ 帝国 ８１ 山川 １１６ 日文 ２２７ 育鵬社 ２２９ 学び舎 

とめるように促してい

る。 

ウ．意見交換や、自分の考

えの修正の方法を示して

いる。 

設定している。 等）の関係図を作ってみ

よう。」という問いに対

して、図で自分の考えを

まとめる。 

イ．「なぜ、『武士』と『庶

民』はそれぞれの結び付

きを強めていったのか」

等の問いに対して、話合

いをする。 

れぞれでまとめる。 う問いに対して、教科書

の表の空欄に記入する。 

イ．「なぜ、これらの法は

つくられたのでしょう

か。」という問いに対し

て、教科書の表の空欄に

記入する。 

ウ．中世の特色を、文章に

まとめる。 

ウ．この時代で最も重要だ

と思う人物を選び、理由

をまとめる。 

エ．歴史的事象に当てはま

る場所を地図上から選

ぶ。 

オ．暮らしや社会の様子に

ついて、資料や前の時代

の様子を参考にして説

明する。 

 


